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歳
入
・
歳
出
決
算
額
の
状
況

一
般
会
計

筑
後
市
の
主
な
歳
入
や
歳
出
を

総
合
的
に
管
理
す
る
「
一
般
会
計
」

の
平
成
23
年
度
決
算
は
、
歳
入
が

１
７
２
億
１
，
７
１
５
万
円
、
歳

出
が
１
６
２
億
４
，
１
９
９
万
円

と
な
り
、
差
し
引
き
９
億
７
，
５

１
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
平
成
24
年
度
に
繰
り
越

し
て
使
用
す
る
財
源
２
，
５
８
２

万
円
を
含
む
た
め
、
こ
れ
を
除
い

た
実
質
収
支
は
、
９
億
４
，
９
３

４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
実
質
収
支
か
ら
前

年
度
の
実
質
収
支
５
億
８
，
１
６

４
万
円
を
差
し
引
い
て
、
平
成
23

年
度
単
年
度
の
収
支
を
計
算
す
る

と
、
３
億
６
，
７
７
０
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
△
15
億
９
，３
４
４
万
円（
△

８
・
５
㌫
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

増
加
し
た
主
な
も
の
は
、
市
税

１
億
３
，
０
２
４
万
円
（
２
・
４

㌫
）、
地
方
交
付
税
１
億
１
，
３

１
８
万
円（
２
・
８
㌫
）な
ど
で
す
。

一
方
、
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、

市
債
△
10
億
１
，９
９
９
万
円（
△

51
・
５
㌫
）、
国
庫
支
出
金
△
３

億
７
，３
２
５
万
円
（
△
13
・
５
㌫
）

な
ど
で
す
。

（万円）

歳入総額 歳出総額
歳入歳出
差引額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支 単年度収支

1,721,715 1,624,199 97,516 2,582 94,934 36,770

◆
歳
入

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
△

17
億
６
，
２
１
８
万
円
（
△
９
・

８
㌫
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
に
は
、「
性
質
別
」
と
「
目

的
別
」
と
い
う
２
つ
の
見
方
が
あ

り
ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ
は
性
質
別

の
グ
ラ
フ
で
す
。

◆
歳
出

歳入172億 1,715 万円歳出 162億 4,199 万円

（単位：万円）（単位：万円）

（性質別グラフ） ※端数処理の関係で合計が一致しないことがあります
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市税
562,879
(32.7%)

扶助費
393,449
(24.2%)

人件費
289,165
(17.8%)

公債費
159,555
(9.8%)

自主財源
763,578
(44.3%)

義務的経費
842,169
(51.9%)

その他
633,612
(39.0%)

依存財源
958,137
(55.7%)

国庫支出金
239,000
(13.9%)

市債
96,235
(5.6%)

県支出金
128,595
(7.5%)

その他
78,862
(4.5%)

繰越金
80,642
(4.7%)その他

120,057
(7.0%)

地方交付税
415,445
(24.1%)

普通建設
事業費
146,568
(9.0%)

補助費等
176,354
(10.9%)

繰出金
188,898
(11.6%)

物件費
168,800
(10.4%)

その他
99,560
(6.2%)

投資的経費
148,418
(9.1%)

災害復旧費
1,850
(0.1%)
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歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
前

年
と
比
べ
増
加
し
た
主
な
も
の

は
、
物
件
費
２
億
９
８
３
万
円

（
14
・
２
㌫
）、
扶
助
費
１
億
３
，

５
７
１
万
円
（
３
・
６
㌫
）
な
ど

で
す
。

一
方
、減
少
し
た
主
な
も
の
は
、

普
通
建
設
事
業
費
△
18
億
３
，
８

３
０
万
円
（
△
55
・
６
㌫
）、
補

助
費
等
△
５
億
１
，
１
６
３
万
円

（
△
22
・
５
㌫
）
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
の
運
営
に
必
要
な
基
本
的
な
経
費
の
た

め
の
も
の
で
、
特
別
会
計
で
処
理
さ
れ
る
経

費
以
外
の
経
費
の
処
理
を
行
う
会
計

特
定
の
事
業
な
ど
の
た
め
に
一
般
会
計
と

は
別
に
設
け
ら
れ
た
会
計

市
税
な
ど
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

国
や
県
よ
り
市
に
交
付
さ
れ
る
財
源

支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き

な
い
お
金

建
物
や
道
路
の
整
備
な
ど
の
経
費
で
、
支

出
の
効
果
が
長
期
に
渡
り
持
続
す
る
お
金

全
国
ど
の
市
町
村
で
も
一
定
水
準
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
税
の
一
定
割

合
を
財
源
と
し
て
、
国
が
一
定
基
準
に
よ
り

交
付
す
る
お
金

市
の
経
費
の
う
ち
、
旅
費
、
需
用
費
な
ど

消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費

法
令
に
基
づ
き
支
出
す
る
児
童
手
当
や
生

活
保
護
費
な
ど
の
支
給
や
、
市
が
単
独
で
行

う
各
種
扶
助
の
た
め
の
経
費

学
校
や
庁
舎
、
道
路
の
建
設
な
ど
の
財
源

に
充
て
る
た
め
、
市
が
政
府
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
調
達
す
る
長
期
的
な
借
入
金

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
資
金

や
財
産

平成 23 年度は、前年度に比べ歳入・歳出ともに減少しました。歳入では、法人市民税やた
ばこ税、地方交付税が増となったものの、九州新幹線筑後船小屋駅関連施設整備事業の終了
や学校への太陽光発電導入事業の終了などにより国庫支出金が減少し、同様に市債も減少し
ました。歳出では、障害者自立支援法に基づく自立支援給付事業や生活保護費の増加で扶助
費が増加したものの、九州新幹線筑後船小屋駅関連施設整備事業などの大規模工事の終了に
より普通建設事業費が大幅減となりました。

●
歳
出
（
性
質
別
）

目
的
別
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
年
度
と
比
べ
増
加
し
た
主
な

も
の
は
、
議
会
費
６
，
３
９
３
万

円（
37
・
６
㌫
）、
総
務
費
２
億
６
，

７
３
８
万
円
（
13
・
８
㌫
）
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、減
少
し
た
主
な
も
の
は
、

土
木
費
△
10
億
２
，
０
５
９
万
円

（
△
41
・
５
㌫
）、
農
林
水
産
業
費

△
４
億
９
，
８
８
２
万
円
（
△

45
・
０
㌫
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
歳
出
（
目
的
別
）
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◆
用
語
解
説
◆

〇
一
般
会
計

〇
特
別
会
計

〇
自
主
財
源

〇
依
存
財
源

〇
義
務
的
経
費

〇
投
資
的
経
費

〇
地
方
交
付
税

〇
物
件
費

〇
扶
助
費

〇
市
債

〇
基
金

過去５年間の決算額の推移

万円
実質収支歳入・歳出 歳入

億円
歳出 実質収支

144.9

37,913

80,163

56,261 58,164

94,934

140.3
149.4

140.5

170.7
160.2

188.1
180.0 172.2

162.4

-20,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000



4

歳出（目的別）内訳と市民１人・１世帯当たりの歳出決算額［一般会計］

平成 23年度の歳出決算額を、市民 1人・１世帯当たりに換算すると、次のようになります。
（平成 24年 3月末住民登録人口：48,777 人、17,458 世帯）

区　　分

合　　計

歳出決算額
（万円）

１人当たり
（円）

１世帯当たり
（円）

民生費

　障害者や児童の福祉などに

総務費

　協働のまちづくりや行政運営に

衛生費

　ごみ処理や病気予防などに

公債費

　借金の返済に

土木費

　道路・河川の整備などに

教育費

　学校教育や社会教育などに

商工費

　商工業や観光の振興などに

消防費

　救急や消防に

農林水産業費

　農業等の振興のために

議会費

　市議会運営に

労働費

　労働政策に

災害復旧費

　災害からの復旧のために

592,132

220,773

174,316

159,557

143,997

125,050

66,410

60,896

41,583

23,418

13,503

2,564

1,624,199

121,396

45,262

35,737

32,711

29,522

25,637

13,615

12,485

8,525

4,801

2,768

526

332,985

339,175

126,459

99,849

91,395

82,482

71,629

38,040

34,881

23,819

13,414

7,735

1,469

930,347



5

特
別
会
計

歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。
歳
入
増
の
主
な
も
の
は
、

国
庫
支
出
金
５
，
２
５
５
万
円
な
ど
で

す
。
歳
出
増
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
５
，
３
０
９
万
円
な
ど

で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。
歳
入
増
の
主
な
も
の
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
１
，
０
５
２

万
円
な
ど
で
す
。
歳
出
増
の
主
な
も
の

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
５
７
８
万
円
な
ど
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

保
険
事
業
勘
定
は
、
歳
入
・
歳
出
と

も
に
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
歳

入
増
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基
金
交
付

金
４
，
０
２
７
万
円
な
ど
で
す
。
歳
出

増
の
主
な
も
の
は
保
険
給
付
費
１
億

８
，
０
４
２
万
円
な
ど
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
勘
定

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
微
増
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
出
増
は
、
敷
金
管
理
費
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
市
営
住
宅
敷
金
管
理
特
別
会
計

歳
入
減
は
、
貸
付
金
元
利
収
入
の
減

少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
よ
り
減

少
し
ま
し
た
。
歳
入
減
の
主
な
も
の
は
、

国
庫
支
出
金
△
５
，
９
６
１
万
円
、
市

債
△
１
億
２
，
９
４
０
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出
減
と
な
っ
た
の
は
、
下
水
道
費
△

１
億
７
，
１
４
６
万
円
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

平
成
23
年
度
か
ら
市
立
病
院
が
地
方

独
立
行
政
法
人
化
し
た
こ
と
に
よ
り
新

た
に
で
き
た
特
別
会
計
で
す
。
歳
入
の

内
訳
は
、
市
が
直
接
借
り
入
れ
る
病
院

事
業
債
と
、
そ
の
市
債
の
償
還
に
関
し

て
市
立
病
院
よ
り
受
け
取
る
負
担
金
・

返
済
金
で
す
。
歳
出
は
、
市
が
借
り
入

れ
た
病
院
事
業
債
を
も
と
に
市
立
病
院

へ
貸
し
付
け
る
貸
付
金
と
、
市
債
の
元

利
償
還
金
で
す
。

◆
地
方
独
立
行
政
法
人

　
筑
後
市
立
病
院
貸
付
特
別
会
計

特別会計歳入歳出決算額 （万円）

会計名

国民健康保険
特別会計

537,140
（1.6％）

533,972
（1.7％）

54,308
（2.4％）

52,487
（1.6％）

304,366
（7.2％）

302,020
（7.8％）

3,726
（0.9％）

3,077
（1.1％）

2,560
（△1.3％）

137
（32.8％）

212
（△80.8％）

6,006
（△14.1％）

93,269
（△14.1％）

93,084
（△14.0％）

44,739
（　－　）

44,739
（　－　）

3,168

1,821

2,346

649

2,423

△5,794

185

0

地域包括支援
センター事業勘定

保険事業勘定

後期高齢者医療
特別会計

住宅新築資金等
貸付特別会計

市営住宅敷金
管理特別会計

下水道事業
特別会計

地方独立行政法人
筑後市立病院貸付特別会計

会計の内容
歳入決算額
（前年度比）

歳出決算額
（前年度比）

歳入歳出
差引額

介
護
保
険
特
別
会
計

被保険者の病気やケガ、出産などに対する
給付や、特定健診などの保健事業を行う。

75 歳以上の高齢者などに対し、医療給付
を行う。

介護保険料などをもとに、要介護者に在宅
や施設での介護サービスを提供する。

要支援者の介護予防サービス計画の作成や
高齢者の相談等を行う。

市営住宅入居者から預かった敷金の管理を
行う。

貸付対象地区の人が住宅の新築などを行う
際に貸し付けた資金の処理を行う。

下水道使用料や受益者負担金などをもと
に、下水道の敷設工事や汚水処理を行う。

独立行政法人化した市立病院に対する資金
の貸付や、病院事業債の借入・償還を行う。



基
金
は
、
そ
の
年
の
歳
入
と
歳
出
の

状
況
に
応
じ
、
取
り
崩
し
て
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
に
使
っ
た
り
、
新
た
に

積
み
立
て
て
増
や
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
基
金
を
取
り
崩
す
必

要
が
な
か
っ
た
た
め
、
残
高
は
前
年
度

よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

◆
基
金

比
べ
て
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、
残

高
も
再
び
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

市
債
の
中
に
は
、
将
来
地
方
交
付

税
で
補
て
ん
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、

市
で
は
こ
の
よ
う
な
有
利
な
条
件
で

の
借
入
れ
を
行
う
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
残
高
の
推

移
を
み
る
と
、
平
成
21
年
度
ま
で
徐
々

に
減
少
し
て
い
た
も
の
の
、
平
成
22
年

度
は
新
規
発
行
額
（
新
た
に
借
り
入
れ

た
額
）
の
増
に
よ
り
残
高
も
増
加
し
ま

し
た
が
、
平
成
23
年
度
は
大
型
事
業
の

終
了
に
よ
り
新
規
発
行
額
が
昨
年
度
に

◆
市
債

6

基金残高の推移（一般会計）
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財政指標の状況

○自主財源比率　【 44.3% 】

○財政力指数　【 0.589 】

○経常収支比率　【 89.2％ 】

歳入に占める自主財源の割合のことで、高いほどよいとされています。前
年度より 3.6 ポイント上がりました。

財政力の強さを示す指数で、１に近いほど財政基盤が強いとされています。
前年度より 0.031 ポイント下がりました。

財政のゆとりを表す指標で、80％未満がよいとされています。前年度より
4.1 ポイント上がりました。

基
金
・
市
債
な
ど
の
状
況



○
公
共
下
水
道
事
業（
下
水
道
事
業

特
別
会
計
）

１
億
９
，
９
１
８
万
円

河
川
や
水
路
の
水
質
を
保
全
し
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
下
水
道

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
西
牟
田
地
区
の

管
渠
布
設
工
事
を
行
い
、
認
可
区

域
４
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

約
３
７
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
89
％
）

ま
で
整
備
が
終
わ
り
ま
し
た
。

○
九
州
新
幹
線
筑
後
船
小
屋
駅

関
連
施
設
整
備
事
業

１
億
１
，
２
９
６
万
円

九
州
新
幹
線
筑
後
船
小
屋
駅
関

連
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
駅
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め

ざ
す
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
新
幹
線
駅
西

側
へ
の
移
転
に
よ
り
廃
止
と
な
っ

た
在
来
線
旧
船
小
屋
駅
の
解
体
工

事
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
す
べ

て
の
計
画
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

7

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業

安
全
で
快
適
な
生
活
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
（
都
市
基
盤
）

資
源
・
環
境
に
や
さ
し
い
　  

ま
ち
づ
く
り
（
自
然
環
境
）

○
市
道
山
ノ
井
長
浜
線
改
良
事
業

１
，
１
８
９
万
円

Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
と
国
道
２
０
９

号
を
経
由
し
て
八
女
イ
ン
タ
ー
を

結
ぶ
重
要
な
路
線
で
、
国
が
行
う

国
道
２
０
９
号
野
町
交
差
点
改
良

事
業
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
利
便
性
の
向
上
と
沿
線
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
完
了
予
定
で
、
平

成
23
年
度
は
測
量
・
設
計
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

○
市
道
富
安
村
内
竹
延
線
改
良
事
業

１
，
６
４
７
万
円

九
州
新
幹
線
筑
後
船
小
屋
駅
開

業
に
伴
い
、県
南
西
部
の
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

柳
川
市
・
大
川
市
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
道
路
を
整
備
す
る
も
の
で
、
併

せ
て
市
南
西
部
の
活
性
化
も
図
る

事
業
で
す
。

平
成
26
年
度
完
了
予
定
で
、
平

成
23
年
度
は
用
地
買
収
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

○
公
園
管
理
事
業４

，
０
９
０
万
円

市
民
の
誰
も
が
憩
い
、
交
流
で

き
る
安
ら
ぎ
あ
る
公
園
の
環
境
を

保
つ
た
め
、
市
内
の
13
の
公
園
に

つ
い
て
、
清
掃
や
除
草
、
樹
木
や

遊
具
等
の
施
設
の
維
持
管
理
を
行

い
ま
し
た
。

○
ご
み
収
集
事
業１

億
２
５
５
万
円

現
在
、市
で
は
、一
般
廃
棄
物
（
燃

や
す
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
粗

大
ご
み
）
と
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
15
種
類
の
資
源
ご
み
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
12
行
政

区
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
モ

デ
ル
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
活
支
援
事
業

８
９
２
万
円

専
用
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
人
に
対
し
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
及
び
省
エ
ネ
へ
の
市
民
の
意
識

を
高
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役

立
て
る
事
業
で
す
。

平
成
23
年
度
は
１
２
１
件
の
交

付
を
行
い
ま
し
た
。

○
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

５
，
２
６
２
万
円

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水

の
浄
化
を
図
り
、
河
川
な
ど
の
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
公
共

下
水
道
の
整
備
予
定
が
な
い
区
域

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
を
対
象

と
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も

の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
１
４
５
件
の
交

付
を
行
い
ま
し
た
。

○
た
め
池
整
備
事
業１

，
７
７
１
万
円

農
業
用
水
の
安
定
供
給
や
出
水

期
の
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
県
営
事
業
と
し
て
老
朽
化

し
た
た
め
池
（
中
ノ
堤
、
大
堤
、

河
原
池
）
の
堤
防
等
を
整
備
す
る

事
業
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
大
堤
の
一
部

を
除
き
お
お
む
ね
整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。

○
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
事
業

５
，
２
６
２
万
円

河
川
幅
が
狭
く
上
流
側
で
冠
水

被
害
が
発
生
し
て
い
る
市
営
河
川

倉
目
川
の
西
牟
田
地
区
に
お
い
て
、

国
県
の
補
助
金
を
利
用
し
て
拡
幅

工
事
を
行
う
も
の
で
す
。
事
業
計

画
は
平
成
25
年
度
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

平
成
23
年
度
は
事
業
用
地
の
確

保
や
護
岸
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

○
市
道
和
泉
久
保
田
前
田
線
改

良
事
業

１
億
２
４
０
万
円

Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
西
を
起
点
と
し
、

筑
後
商
工
会
議
所
北
側
を
終
点
と

す
る
延
長
４
３
０
メ
ー
ト
ル
の
路

線
で
、
平
成
23
年
度
で
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
駅
西
側
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
と
駅
西
側
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
羽
犬
塚
駅
西
側
広
場
整
備
事
業

９
，
３
４
７
万
円

Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
周
辺
の
利
便
性

や
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

駅
西
側
に
広
場
や
ロ
ー
タ
リ
ー
な

ど
を
整
備
す
る
も
の
で
、
平
成
23

年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

▲羽犬塚駅西側広場

か
ん
き
ょ
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豊
か
な
く
ら
し
を
支
え
活
力
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り(

産
業
振
興)

い
き
い
き
と
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

（
保
健･

福
祉･

医
療
）

○
中
小
企
業
融
資
事
業

２
億
６
，
４
６
４
万
円

市
内
の
中
小
企
業
・
個
人
事
業

者
や
協
同
組
合
等
に
対
し
、
経
営

の
安
定
化
促
進
の
た
め
、
必
要
な

事
業
資
金
を
低
利
で
貸
し
付
け
る

も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
62
件
の
新
規
貸

し
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
通
貨
補
助
事
業（
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
）

１
，
０
０
０
万
円

市
内
消
費
の
拡
大
に
向
け
、
市

内
の
商
店
だ
け
で
使
用
可
能
な
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
筑
後
商
工
会

議
所
が
発
行
し
、
市
は
プ
レ
ミ
ア

ム
分
の
半
額
を
補
助
し
ま
し
た
。

短
期
間
で
完
売
す
る
な
ど
好
評

で
、
平
成
23
年
度
も
総
額
２
億
円

分
の
商
品
券
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

○
ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全
対
策

事
業

１
，
８
６
３
万
円

ほ
場
整
備
事
業
で
作
ら
れ
た
ク

リ
ー
ク
の
護
岸
整
備
な
ど
を
行
っ

て
、
農
地
や
農
作
物
へ
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
事
業
で
す
。

平
成
23
年
度
は
筑
後
西
部
前
期

地
区
と
筑
後
西
部
後
期
地
区
で
水

路
整
備
を
、
筑
後
北
部
第
二
地
区

で
調
査
・
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
住
宅
改
修
補
助
金

５
０
０
万
円

景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中

小
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
市

内
の
施
工
業
者
を
使
っ
て
自
宅
を

改
修
し
た
人
に
対
し
て
工
事
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
補
助
実
績
は
61
件

で
し
た
。

○
元
気
づ
く
り
事
業

２
億
１
，
６
８
７
万
円

県
営
筑
後
広
域
公
園
内
に
温
泉

を
掘
削
し
、
船
小
屋
地
区
の
集
客

の
核
と
な
る
温
泉
施
設
な
ど
を
整

備
し
て
周
辺
観
光
の
拠
点
と
す
る

事
業
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
温
泉
館
の
建

築
や
電
気
・
機
械
設
備
工
事
等
を

行
い
、
平
成
24
年
３
月
３
日
に
開

業
し
ま
し
た
。

○
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
耐
震
診

断
・
改
修
事
業

８
２
２
万
円

勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
（
サ
ン

コ
ア
）
は
、
昭
和
56
年
に
建
築
さ

れ
て
か
ら
す
で
に
30
年
が
経
過
し

て
お
り
、
施
設
の
安
全
性
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
耐
震
診

断
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
内
部

の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
予
防
接
種
事
業

１
億
２
，
９
１
２
万
円

各
種
感
染
症
の
発
生
・
ま
ん
延

を
予
防
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を

図
る
た
め
、
免
疫
を
持
た
な
い
人

に
対
し
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い

る
麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん
、

ポ
リ
オ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
各
種
予
防
接
種
に
加
え
、ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
と
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
妊
婦
健
康
診
査
事
業

４
，
２
１
６
万
円

妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
や
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
よ
う
、
妊

婦
健
康
診
査
14
回
分
を
公
費
で
負

担
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
受
診
者
は
7
6
3

人
、
の
べ
6
，
0
5
8
回
で
し
た
。

○
特
定
健
康
診
査
事
業

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

２
，
３
６
６
万
円

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
を
対
象
に
、

虚
血
性
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
等

の
原
因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
を

行
う
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
め
ざ
す
も

の
で
す
。
健
診
結
果
に
基
づ
き
、

別
途
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
受
診
者
数
は
２
，

８
５
２
人
で
し
た
。

○
健
康
診
査
事
業３

，
４
８
３
万
円

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
悪
化
防

止
、
ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に

よ
り
、健
康
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

35
〜
39
歳
の
若
年
層
を
対
象
と
し

た
基
本
健
康
診
査
（
ハ
ー
ト
フ
ル

健
診
）
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、胃
・

大
腸
・
子
宮
・
肺
・
乳
が
ん
検
診

を
行
い
ま
し
た
。

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

６
億
６
，
３
４
１
万
円

障
害
者
や
障
害
児
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、様
々

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

支
給
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
居
宅
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
や
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
な
ど
の

介
護
給
付
、
機
能
訓
練
な
ど
の
訓

練
等
給
付
、
自
立
支
援
医
療
給
付
、

補
装
具
給
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▲恋ぼたるの露天風呂

▲護岸工事が行われた倉目川

○
学
童
保
育
事
業４

，
９
１
４
万
円

学
童
保
育
事
業
は
、
昼
間
保
護

者
の
い
な
い
小
学
校
低
学
年
の
児

童
に
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
運
営
は
各
校
区
の
運
営
委

員
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
市
内
10
小
学

校
区
の
学
童
保
育
所
へ
運
営
委
託

料
を
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
古
島
校
区
の
学
童
保
育

所
の
建
設
（
事
業
費
１
，
９
２
１

万
円
）
や
、
筑
後
校
区
の
学
童
保

育
所
の
分
割
改
修
工
事
（
事
業
費

８
０
３
万
円
）
も
行
い
ま
し
た
。

○
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

（
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
））

１
，
２
６
９
万
円

介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
40
歳

以
上
の
市
民
）
を
対
象
に
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
機
器
を
使
っ
て
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
た
め
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
年
間
延
べ
利
用

者
数
は
８
，
４
４
１
人
で
し
た
。

○
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業

５
，
１
１
４
万
円

既
存
の
市
営
住
宅
で
老
朽
化
し

た
も
の
の
設
備
改
修
等
を
行
い
、

入
居
者
の
安
全
・
良
好
な
居
住
環

境
の
確
保
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
木
松
団
地
の

便
所
水
洗
化
等
改
修
工
事
と
上
北

島
団
地
の
浴
室
・
水
回
り
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置

事
業

１
，
３
７
１
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
学
習

や
生
活
面
で
特
別
の
支
援
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
特
別
な
支
援
を
行
う

臨
時
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

○
基
礎
学
力
・
体
力
向
上
教
員
配

置
事
業

２
，
５
６
０
万
円

基
礎
学
力
向
上
教
員
は
、
30
人

以
上
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る

ク
ラ
ス
が
あ
る
小
中
学
校
に
非
常

勤
講
師
を
配
置
し
、
理
解
度
や
習

熟
度
に
応
じ
た
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行

う
も
の
で
、
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
体
力
向
上
教
員
は

学
校
教
育
課
を
拠
点
に
各
学
校
を

巡
回
し
、
小
学
校
教
員
へ
の
体
育

理
論
の
指
導
や
児
童
へ
の
実
践
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
事
業

２
，
６
６
２
万
円

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
老

朽
化
し
た
市
内
小
学
校
の
校
舎
や

屋
内
運
動
場
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
た
校
舎

等
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し

た
。平

成
23
年
度
は
古
川
小
学
校
と

水
田
小
学
校
の
工
事
を
行
い
、
こ

れ
に
よ
り
市
内
小
学
校
の
全
施
設

の
耐
震
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

○
小
学
校
屋
上
防
水
事
業

９
９
４
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
新
築

以
来
20
年
以
上
屋
上
防
水
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
校
舎
が
あ
り
、
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
校

舎
を
優
先
的
に
、
年
次
計
画
で
防

水
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
古
島
小
学
校
校

舎
の
屋
上
防
水
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

○
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
備
整

備
事
業

２
，
５
３
７
万
円

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
省
が
示
す
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
計
画
に
沿
い
、
年

次
計
画
で
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
情
報
教
育
機
器
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
、
学
校
職
員
へ
の

活
用
方
法
の
提
案
や
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対

応
な
ど
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

○
学
校
開
放「
エ
ン
ジ
ョ
イ
広

場
」事
業

１
４
４
万
円

小
学
校
施
設
を
月
２
回
程
度
、

主
に
土
曜
日
に
開
放
し
、
青
少
年

育
成
校
区
民
会
議
等
の
協
力
で
、

本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
６
か
所
の
小

学
校
で
２
，
１
６
２
人
の
利
用
者

が
あ
り
ま
し
た
。

○
生
涯
学
習
ち
く
ご
発
行
事
業

８
０
万
円

市
民
に
学
習
情
報
の
提
供
及
び

学
習
成
果
の
周
知
を
行
い
、
生
涯

学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
生
涯
学
習
ち
く
ご
」
を

年
６
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

○
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業

１
２
０
万
円

市
民
へ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図

り
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
毎

年
「
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
も
、
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
体
育
協
会
や
各
種
団

体
と
の
連
携
と
、
協
賛
企
業
や
団

体
・
地
元
行
政
区
な
ど
の
協
力
に

よ
り
運
営
さ
れ
、
1
，
2
2
5
人

の
競
技
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
央
公
民
館
図
書
室
増
築
事
業

６
，
１
４
６
万
円

中
央
公
民
館
図
書
室
を
約

3
0
0
㎡
増
築
し
、
閲
覧
席
を
50

席
増
や
す
と
と
も
に
、児
童
書
コ
ー

ナ
ー
及
び
大
規
模
収
納
庫
を
増
設

し
ま
し
た
。

増
築
と
と
も
に
、
図
書
室
か
ら

市
立
図
書
館
へ
移
行
し
、
平
成
23

年
12
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
後
4
カ
月
間
の
利

用
者
数
は
、
4
1
，
2
9
7
人
と

な
り
（
前
年
度
3
4
，
4
7
9
人
）

前
年
比
20
％
程
度
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。　

○
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
活

動
支
援
事
業

１
，
６
５
６
万
円

校
区
で
実
施
す
る
ほ
う
が
充
実

す
る
事
業
や
校
区
内
の
親
睦
連
携

を
図
る
た
め
の
事
業
の
実
施
を
目

的
に
、
小
学
校
区
を
基
本
的
な
単

位
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

協
議
会
の
設
立
や
拠
点
施
設
に
必

要
な
備
品
購
入
等
の
準
備
費
用
、

設
立
後
の
協
議
会
運
営
費
用
に
対

し
助
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
新
た
に
古
島

校
区
と
二
川
校
区
の
協
議
会
拠
点

施
設
整
備
が
行
わ
れ
、
5
校
区
で

の
協
議
会
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
筑
後
北
校
区
で
は
平

成
24
年
度
設
立
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
一
般
防
災
事
務１

，
４
６
１
万
円

避
難
所
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
設
置
場
所
な
ど
を

表
示
し
た
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
の
作

成
や
、
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
登
録
・
管
理
、
防
災
訓

練
等
の
実
施
、
防
災
資
機
材
の
整

備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

事
業

１
３
０
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

自
立
と
活
性
化
を
さ
ら
に
促
進
す

る
た
め
に
、
活
動
や
運
営
に
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
は
３
団
体
に
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
関
連
の
講
座
の
開
催

や
、
市
民
活
動
団
体
登
録
を
し
て

い
る
団
体
の
紹
介
と
情
報
提
供
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
灯
設
置
補
助
事
業１

１
３
万
円

道
路
や
公
園
、
住
宅
地
な
ど
の

公
共
的
場
所
に
街
灯
を
新
設
す
る

時
、
ま
た
は
既
設
の
街
灯
を
よ
り

能
力
が
高
い
も
の
に
改
造
す
る
時

に
、
行
政
区
等
へ
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
33
の
行
政
区

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

○
広
報
ち
く
ご
発
行
事
業

７
６
３
万
円

市
民
に
知
ら
せ
た
い
、
市
民
が

知
り
た
い
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
月
２
回
「
広
報
ち
く
ご
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
と
同

時
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
毎
月
１
日
号
で
は
有
料

広
告
欄
を
設
け
、
民
間
事
業
者
の

広
告
掲
載
に
よ
る
広
告
料
収
入
を

財
源
の
一
部
に
充
て
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
車
両
購
入
事
業

３
，
３
６
６
万
円

地
域
の
消
防
活
動
を
担
う
消
防

団
に
お
い
て
、
迅
速
で
的
確
な
消

防
活
動
を
行
う
た
め
、
老
朽
化
し

た
ポ
ン
プ
車
の
買
い
替
え
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
第
２
分
団
１

号
車
と
第
４
分
団
１
号
車
の
車
両

を
更
新
し
ま
し
た
。

○
人
事
評
価
事
務

９
４
万
円

職
員
の
能
力
や
仕
事
の
実
績
を

適
正
に
評
価
し
、
そ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
で
人
材
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
面
に
反

映
し
、
職
員
の
能
力
開
発
と
意
欲

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　

本
格
実
施
２
年
目
と
な
っ
た
平

成
23
年
度
は
、
前
年
度
評
価
結
果

の
勤
勉
手
当
成
績
率
へ
の
反
映
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
進
行
管
理
事
務

４
７
９
万
円

第
四
次
筑
後
市
総
合
計
画
に
定

め
る
市
の
将
来
像
「
緑
に
恵
ま
れ
、

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
市
が
行

う
様
々
な
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
が
効

果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
だ
っ
た
た
め
、
市

民
や
各
界
代
表
で
組
織
す
る
総
合

計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
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創
造
性
と
豊
か
な
心
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
（
教
育
文
化
）

▲完成した古島小学校区学童保育所

▲耐震工事を行った古川小学校体育館

○
学
童
保
育
事
業４

，
９
１
４
万
円

学
童
保
育
事
業
は
、
昼
間
保
護

者
の
い
な
い
小
学
校
低
学
年
の
児

童
に
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
運
営
は
各
校
区
の
運
営
委

員
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
市
内
10
小
学

校
区
の
学
童
保
育
所
へ
運
営
委
託

料
を
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
古
島
校
区
の
学
童
保
育

所
の
建
設
（
事
業
費
１
，
９
２
１

万
円
）
や
、
筑
後
校
区
の
学
童
保

育
所
の
分
割
改
修
工
事
（
事
業
費

８
０
３
万
円
）
も
行
い
ま
し
た
。

○
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

（
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
））

１
，
２
６
９
万
円

介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
40
歳

以
上
の
市
民
）
を
対
象
に
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
機
器
を
使
っ
て
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
た
め
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
年
間
延
べ
利
用

者
数
は
８
，
４
４
１
人
で
し
た
。

○
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業

５
，
１
１
４
万
円

既
存
の
市
営
住
宅
で
老
朽
化
し

た
も
の
の
設
備
改
修
等
を
行
い
、

入
居
者
の
安
全
・
良
好
な
居
住
環

境
の
確
保
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
木
松
団
地
の

便
所
水
洗
化
等
改
修
工
事
と
上
北

島
団
地
の
浴
室
・
水
回
り
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置

事
業

１
，
３
７
１
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
学
習

や
生
活
面
で
特
別
の
支
援
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
特
別
な
支
援
を
行
う

臨
時
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

○
基
礎
学
力
・
体
力
向
上
教
員
配

置
事
業

２
，
５
６
０
万
円

基
礎
学
力
向
上
教
員
は
、
30
人

以
上
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る

ク
ラ
ス
が
あ
る
小
中
学
校
に
非
常

勤
講
師
を
配
置
し
、
理
解
度
や
習

熟
度
に
応
じ
た
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行

う
も
の
で
、
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
体
力
向
上
教
員
は

学
校
教
育
課
を
拠
点
に
各
学
校
を

巡
回
し
、
小
学
校
教
員
へ
の
体
育

理
論
の
指
導
や
児
童
へ
の
実
践
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
事
業

２
，
６
６
２
万
円

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
老

朽
化
し
た
市
内
小
学
校
の
校
舎
や

屋
内
運
動
場
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
た
校
舎

等
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し

た
。平

成
23
年
度
は
古
川
小
学
校
と

水
田
小
学
校
の
工
事
を
行
い
、
こ

れ
に
よ
り
市
内
小
学
校
の
全
施
設

の
耐
震
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

○
小
学
校
屋
上
防
水
事
業

９
９
４
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
新
築

以
来
20
年
以
上
屋
上
防
水
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
校
舎
が
あ
り
、
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
校

舎
を
優
先
的
に
、
年
次
計
画
で
防

水
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
古
島
小
学
校
校

舎
の
屋
上
防
水
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

○
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
備
整

備
事
業

２
，
５
３
７
万
円

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
省
が
示
す
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
計
画
に
沿
い
、
年

次
計
画
で
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
情
報
教
育
機
器
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
、
学
校
職
員
へ
の

活
用
方
法
の
提
案
や
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対

応
な
ど
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

○
学
校
開
放「
エ
ン
ジ
ョ
イ
広

場
」事
業

１
４
４
万
円

小
学
校
施
設
を
月
２
回
程
度
、

主
に
土
曜
日
に
開
放
し
、
青
少
年

育
成
校
区
民
会
議
等
の
協
力
で
、

本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
６
か
所
の
小

学
校
で
２
，
１
６
２
人
の
利
用
者

が
あ
り
ま
し
た
。

○
生
涯
学
習
ち
く
ご
発
行
事
業

８
０
万
円

市
民
に
学
習
情
報
の
提
供
及
び

学
習
成
果
の
周
知
を
行
い
、
生
涯

学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
生
涯
学
習
ち
く
ご
」
を

年
６
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

○
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業

１
２
０
万
円

市
民
へ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図

り
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
毎

年
「
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
も
、
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
体
育
協
会
や
各
種
団

体
と
の
連
携
と
、
協
賛
企
業
や
団

体
・
地
元
行
政
区
な
ど
の
協
力
に

よ
り
運
営
さ
れ
、
1
，
2
2
5
人

の
競
技
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
央
公
民
館
図
書
室
増
築
事
業

６
，
１
４
６
万
円

中
央
公
民
館
図
書
室
を
約

3
0
0
㎡
増
築
し
、
閲
覧
席
を
50

席
増
や
す
と
と
も
に
、児
童
書
コ
ー

ナ
ー
及
び
大
規
模
収
納
庫
を
増
設

し
ま
し
た
。

増
築
と
と
も
に
、
図
書
室
か
ら

市
立
図
書
館
へ
移
行
し
、
平
成
23

年
12
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
後
4
カ
月
間
の
利

用
者
数
は
、
4
1
，
2
9
7
人
と

な
り
（
前
年
度
3
4
，
4
7
9
人
）

前
年
比
20
％
程
度
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。　

○
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
活

動
支
援
事
業

１
，
６
５
６
万
円

校
区
で
実
施
す
る
ほ
う
が
充
実

す
る
事
業
や
校
区
内
の
親
睦
連
携

を
図
る
た
め
の
事
業
の
実
施
を
目

的
に
、
小
学
校
区
を
基
本
的
な
単

位
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

協
議
会
の
設
立
や
拠
点
施
設
に
必

要
な
備
品
購
入
等
の
準
備
費
用
、

設
立
後
の
協
議
会
運
営
費
用
に
対

し
助
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
新
た
に
古
島

校
区
と
二
川
校
区
の
協
議
会
拠
点

施
設
整
備
が
行
わ
れ
、
5
校
区
で

の
協
議
会
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
筑
後
北
校
区
で
は
平

成
24
年
度
設
立
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
一
般
防
災
事
務１

，
４
６
１
万
円

避
難
所
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
設
置
場
所
な
ど
を

表
示
し
た
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
の
作

成
や
、
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
登
録
・
管
理
、
防
災
訓

練
等
の
実
施
、
防
災
資
機
材
の
整

備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

事
業

１
３
０
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

自
立
と
活
性
化
を
さ
ら
に
促
進
す

る
た
め
に
、
活
動
や
運
営
に
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
は
３
団
体
に
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
関
連
の
講
座
の
開
催

や
、
市
民
活
動
団
体
登
録
を
し
て

い
る
団
体
の
紹
介
と
情
報
提
供
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
灯
設
置
補
助
事
業１

１
３
万
円

道
路
や
公
園
、
住
宅
地
な
ど
の

公
共
的
場
所
に
街
灯
を
新
設
す
る

時
、
ま
た
は
既
設
の
街
灯
を
よ
り

能
力
が
高
い
も
の
に
改
造
す
る
時

に
、
行
政
区
等
へ
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
33
の
行
政
区

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

○
広
報
ち
く
ご
発
行
事
業

７
６
３
万
円

市
民
に
知
ら
せ
た
い
、
市
民
が

知
り
た
い
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
月
２
回
「
広
報
ち
く
ご
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
と
同

時
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
毎
月
１
日
号
で
は
有
料

広
告
欄
を
設
け
、
民
間
事
業
者
の

広
告
掲
載
に
よ
る
広
告
料
収
入
を

財
源
の
一
部
に
充
て
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
車
両
購
入
事
業

３
，
３
６
６
万
円

地
域
の
消
防
活
動
を
担
う
消
防

団
に
お
い
て
、
迅
速
で
的
確
な
消

防
活
動
を
行
う
た
め
、
老
朽
化
し

た
ポ
ン
プ
車
の
買
い
替
え
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
第
２
分
団
１

号
車
と
第
４
分
団
１
号
車
の
車
両

を
更
新
し
ま
し
た
。

○
人
事
評
価
事
務

９
４
万
円

職
員
の
能
力
や
仕
事
の
実
績
を

適
正
に
評
価
し
、
そ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
で
人
材
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
面
に
反

映
し
、
職
員
の
能
力
開
発
と
意
欲

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　

本
格
実
施
２
年
目
と
な
っ
た
平

成
23
年
度
は
、
前
年
度
評
価
結
果

の
勤
勉
手
当
成
績
率
へ
の
反
映
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
進
行
管
理
事
務

４
７
９
万
円

第
四
次
筑
後
市
総
合
計
画
に
定

め
る
市
の
将
来
像
「
緑
に
恵
ま
れ
、

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
市
が
行

う
様
々
な
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
が
効

果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
だ
っ
た
た
め
、
市

民
や
各
界
代
表
で
組
織
す
る
総
合

計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
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○
学
童
保
育
事
業４

，
９
１
４
万
円

学
童
保
育
事
業
は
、
昼
間
保
護

者
の
い
な
い
小
学
校
低
学
年
の
児

童
に
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
運
営
は
各
校
区
の
運
営
委

員
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
市
内
10
小
学

校
区
の
学
童
保
育
所
へ
運
営
委
託

料
を
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
古
島
校
区
の
学
童
保
育

所
の
建
設
（
事
業
費
１
，
９
２
１

万
円
）
や
、
筑
後
校
区
の
学
童
保

育
所
の
分
割
改
修
工
事
（
事
業
費

８
０
３
万
円
）
も
行
い
ま
し
た
。

○
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

（
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
））

１
，
２
６
９
万
円

介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
40
歳

以
上
の
市
民
）
を
対
象
に
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
機
器
を
使
っ
て
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
た
め
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
年
間
延
べ
利
用

者
数
は
８
，
４
４
１
人
で
し
た
。

○
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業

５
，
１
１
４
万
円

既
存
の
市
営
住
宅
で
老
朽
化
し

た
も
の
の
設
備
改
修
等
を
行
い
、

入
居
者
の
安
全
・
良
好
な
居
住
環

境
の
確
保
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
木
松
団
地
の

便
所
水
洗
化
等
改
修
工
事
と
上
北

島
団
地
の
浴
室
・
水
回
り
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置

事
業

１
，
３
７
１
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
学
習

や
生
活
面
で
特
別
の
支
援
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
特
別
な
支
援
を
行
う

臨
時
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

○
基
礎
学
力
・
体
力
向
上
教
員
配

置
事
業

２
，
５
６
０
万
円

基
礎
学
力
向
上
教
員
は
、
30
人

以
上
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る

ク
ラ
ス
が
あ
る
小
中
学
校
に
非
常

勤
講
師
を
配
置
し
、
理
解
度
や
習

熟
度
に
応
じ
た
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行

う
も
の
で
、
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
体
力
向
上
教
員
は

学
校
教
育
課
を
拠
点
に
各
学
校
を

巡
回
し
、
小
学
校
教
員
へ
の
体
育

理
論
の
指
導
や
児
童
へ
の
実
践
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
事
業

２
，
６
６
２
万
円

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
老

朽
化
し
た
市
内
小
学
校
の
校
舎
や

屋
内
運
動
場
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
た
校
舎

等
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し

た
。平

成
23
年
度
は
古
川
小
学
校
と

水
田
小
学
校
の
工
事
を
行
い
、
こ

れ
に
よ
り
市
内
小
学
校
の
全
施
設

の
耐
震
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

○
小
学
校
屋
上
防
水
事
業

９
９
４
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
新
築

以
来
20
年
以
上
屋
上
防
水
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
校
舎
が
あ
り
、
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
校

舎
を
優
先
的
に
、
年
次
計
画
で
防

水
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
古
島
小
学
校
校

舎
の
屋
上
防
水
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

○
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
備
整

備
事
業

２
，
５
３
７
万
円

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
省
が
示
す
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
計
画
に
沿
い
、
年

次
計
画
で
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
情
報
教
育
機
器
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
、
学
校
職
員
へ
の

活
用
方
法
の
提
案
や
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対

応
な
ど
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

○
学
校
開
放「
エ
ン
ジ
ョ
イ
広

場
」事
業

１
４
４
万
円

小
学
校
施
設
を
月
２
回
程
度
、

主
に
土
曜
日
に
開
放
し
、
青
少
年

育
成
校
区
民
会
議
等
の
協
力
で
、

本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
６
か
所
の
小

学
校
で
２
，
１
６
２
人
の
利
用
者

が
あ
り
ま
し
た
。

○
生
涯
学
習
ち
く
ご
発
行
事
業

８
０
万
円

市
民
に
学
習
情
報
の
提
供
及
び

学
習
成
果
の
周
知
を
行
い
、
生
涯

学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
生
涯
学
習
ち
く
ご
」
を

年
６
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

○
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業

１
２
０
万
円

市
民
へ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図

り
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

新
た
な
社
会
の
形
成
に
向
け
て

（
行
財
政
運
営
）

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
　
　

（
市
民
生
活
）

な
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
毎

年
「
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
も
、
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
体
育
協
会
や
各
種
団

体
と
の
連
携
と
、
協
賛
企
業
や
団

体
・
地
元
行
政
区
な
ど
の
協
力
に

よ
り
運
営
さ
れ
、
1
，
2
2
5
人

の
競
技
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
央
公
民
館
図
書
室
増
築
事
業

６
，
１
４
６
万
円

中
央
公
民
館
図
書
室
を
約

3
0
0
㎡
増
築
し
、
閲
覧
席
を
50

席
増
や
す
と
と
も
に
、児
童
書
コ
ー

ナ
ー
及
び
大
規
模
収
納
庫
を
増
設

し
ま
し
た
。

増
築
と
と
も
に
、
図
書
室
か
ら

市
立
図
書
館
へ
移
行
し
、
平
成
23

年
12
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
後
4
カ
月
間
の
利

用
者
数
は
、
4
1
，
2
9
7
人
と

な
り
（
前
年
度
3
4
，
4
7
9
人
）

前
年
比
20
％
程
度
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。　

○
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
活

動
支
援
事
業

１
，
６
５
６
万
円

校
区
で
実
施
す
る
ほ
う
が
充
実

す
る
事
業
や
校
区
内
の
親
睦
連
携

を
図
る
た
め
の
事
業
の
実
施
を
目

的
に
、
小
学
校
区
を
基
本
的
な
単

位
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

協
議
会
の
設
立
や
拠
点
施
設
に
必

要
な
備
品
購
入
等
の
準
備
費
用
、

設
立
後
の
協
議
会
運
営
費
用
に
対

し
助
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
新
た
に
古
島

校
区
と
二
川
校
区
の
協
議
会
拠
点

施
設
整
備
が
行
わ
れ
、
5
校
区
で

の
協
議
会
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
筑
後
北
校
区
で
は
平

成
24
年
度
設
立
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
一
般
防
災
事
務１

，
４
６
１
万
円

避
難
所
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
設
置
場
所
な
ど
を

表
示
し
た
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
の
作

成
や
、
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
登
録
・
管
理
、
防
災
訓

練
等
の
実
施
、
防
災
資
機
材
の
整

備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

事
業

１
３
０
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

自
立
と
活
性
化
を
さ
ら
に
促
進
す

る
た
め
に
、
活
動
や
運
営
に
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
は
３
団
体
に
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
関
連
の
講
座
の
開
催

や
、
市
民
活
動
団
体
登
録
を
し
て

い
る
団
体
の
紹
介
と
情
報
提
供
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
灯
設
置
補
助
事
業１

１
３
万
円

道
路
や
公
園
、
住
宅
地
な
ど
の

公
共
的
場
所
に
街
灯
を
新
設
す
る

時
、
ま
た
は
既
設
の
街
灯
を
よ
り

能
力
が
高
い
も
の
に
改
造
す
る
時

に
、
行
政
区
等
へ
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
33
の
行
政
区

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

○
広
報
ち
く
ご
発
行
事
業

７
６
３
万
円

市
民
に
知
ら
せ
た
い
、
市
民
が

知
り
た
い
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
月
２
回
「
広
報
ち
く
ご
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
と
同

時
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
毎
月
１
日
号
で
は
有
料

広
告
欄
を
設
け
、
民
間
事
業
者
の

広
告
掲
載
に
よ
る
広
告
料
収
入
を

財
源
の
一
部
に
充
て
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
車
両
購
入
事
業

３
，
３
６
６
万
円

地
域
の
消
防
活
動
を
担
う
消
防

団
に
お
い
て
、
迅
速
で
的
確
な
消

防
活
動
を
行
う
た
め
、
老
朽
化
し

た
ポ
ン
プ
車
の
買
い
替
え
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
第
２
分
団
１

号
車
と
第
４
分
団
１
号
車
の
車
両

を
更
新
し
ま
し
た
。

○
人
事
評
価
事
務

９
４
万
円

職
員
の
能
力
や
仕
事
の
実
績
を

適
正
に
評
価
し
、
そ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
で
人
材
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
面
に
反

映
し
、
職
員
の
能
力
開
発
と
意
欲

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　

本
格
実
施
２
年
目
と
な
っ
た
平

成
23
年
度
は
、
前
年
度
評
価
結
果

の
勤
勉
手
当
成
績
率
へ
の
反
映
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
進
行
管
理
事
務

４
７
９
万
円

第
四
次
筑
後
市
総
合
計
画
に
定

め
る
市
の
将
来
像
「
緑
に
恵
ま
れ
、

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
市
が
行

う
様
々
な
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
が
効

果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
だ
っ
た
た
め
、
市

民
や
各
界
代
表
で
組
織
す
る
総
合

計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

▲ちっごマラソン大会の様子

▲更新された第 2分団 1号車



○
学
童
保
育
事
業４

，
９
１
４
万
円

学
童
保
育
事
業
は
、
昼
間
保
護

者
の
い
な
い
小
学
校
低
学
年
の
児

童
に
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
運
営
は
各
校
区
の
運
営
委

員
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
市
内
10
小
学

校
区
の
学
童
保
育
所
へ
運
営
委
託

料
を
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
古
島
校
区
の
学
童
保
育

所
の
建
設
（
事
業
費
１
，
９
２
１

万
円
）
や
、
筑
後
校
区
の
学
童
保

育
所
の
分
割
改
修
工
事
（
事
業
費

８
０
３
万
円
）
も
行
い
ま
し
た
。

○
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

（
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
））

１
，
２
６
９
万
円

介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
40
歳

以
上
の
市
民
）
を
対
象
に
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
機
器
を
使
っ
て
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
た
め
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
年
間
延
べ
利
用

者
数
は
８
，
４
４
１
人
で
し
た
。

○
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業

５
，
１
１
４
万
円

既
存
の
市
営
住
宅
で
老
朽
化
し

た
も
の
の
設
備
改
修
等
を
行
い
、

入
居
者
の
安
全
・
良
好
な
居
住
環

境
の
確
保
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
は
、
木
松
団
地
の

便
所
水
洗
化
等
改
修
工
事
と
上
北

島
団
地
の
浴
室
・
水
回
り
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置

事
業

１
，
３
７
１
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
学
習

や
生
活
面
で
特
別
の
支
援
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
特
別
な
支
援
を
行
う

臨
時
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

○
基
礎
学
力
・
体
力
向
上
教
員
配

置
事
業

２
，
５
６
０
万
円

基
礎
学
力
向
上
教
員
は
、
30
人

以
上
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る

ク
ラ
ス
が
あ
る
小
中
学
校
に
非
常

勤
講
師
を
配
置
し
、
理
解
度
や
習

熟
度
に
応
じ
た
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行

う
も
の
で
、
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
体
力
向
上
教
員
は

学
校
教
育
課
を
拠
点
に
各
学
校
を

巡
回
し
、
小
学
校
教
員
へ
の
体
育

理
論
の
指
導
や
児
童
へ
の
実
践
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
事
業

２
，
６
６
２
万
円

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
老

朽
化
し
た
市
内
小
学
校
の
校
舎
や

屋
内
運
動
場
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
強
度
が
不
足
し
て
い
た
校
舎

等
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し

た
。平

成
23
年
度
は
古
川
小
学
校
と

水
田
小
学
校
の
工
事
を
行
い
、
こ

れ
に
よ
り
市
内
小
学
校
の
全
施
設

の
耐
震
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

○
小
学
校
屋
上
防
水
事
業

９
９
４
万
円

市
内
の
小
中
学
校
に
は
、
新
築

以
来
20
年
以
上
屋
上
防
水
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
校
舎
が
あ
り
、
雨

漏
り
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
校

舎
を
優
先
的
に
、
年
次
計
画
で
防

水
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
古
島
小
学
校
校

舎
の
屋
上
防
水
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

○
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
備
整

備
事
業

２
，
５
３
７
万
円

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
省
が
示
す
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
計
画
に
沿
い
、
年

次
計
画
で
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
情
報
教
育
機
器
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
、
学
校
職
員
へ
の

活
用
方
法
の
提
案
や
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対

応
な
ど
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

○
学
校
開
放「
エ
ン
ジ
ョ
イ
広

場
」事
業

１
４
４
万
円

小
学
校
施
設
を
月
２
回
程
度
、

主
に
土
曜
日
に
開
放
し
、
青
少
年

育
成
校
区
民
会
議
等
の
協
力
で
、

本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
６
か
所
の
小

学
校
で
２
，
１
６
２
人
の
利
用
者

が
あ
り
ま
し
た
。

○
生
涯
学
習
ち
く
ご
発
行
事
業

８
０
万
円

市
民
に
学
習
情
報
の
提
供
及
び

学
習
成
果
の
周
知
を
行
い
、
生
涯

学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
生
涯
学
習
ち
く
ご
」
を

年
６
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

○
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業

１
２
０
万
円

市
民
へ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図

り
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
毎

年
「
ち
っ
ご
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
も
、
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
体
育
協
会
や
各
種
団

体
と
の
連
携
と
、
協
賛
企
業
や
団

体
・
地
元
行
政
区
な
ど
の
協
力
に

よ
り
運
営
さ
れ
、
1
，
2
2
5
人

の
競
技
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
央
公
民
館
図
書
室
増
築
事
業

６
，
１
４
６
万
円

中
央
公
民
館
図
書
室
を
約

3
0
0
㎡
増
築
し
、
閲
覧
席
を
50

席
増
や
す
と
と
も
に
、児
童
書
コ
ー

ナ
ー
及
び
大
規
模
収
納
庫
を
増
設

し
ま
し
た
。

増
築
と
と
も
に
、
図
書
室
か
ら

市
立
図
書
館
へ
移
行
し
、
平
成
23

年
12
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
後
4
カ
月
間
の
利

用
者
数
は
、
4
1
，
2
9
7
人
と

な
り
（
前
年
度
3
4
，
4
7
9
人
）

前
年
比
20
％
程
度
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。　

○
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
活

動
支
援
事
業

１
，
６
５
６
万
円

校
区
で
実
施
す
る
ほ
う
が
充
実

す
る
事
業
や
校
区
内
の
親
睦
連
携

を
図
る
た
め
の
事
業
の
実
施
を
目

的
に
、
小
学
校
区
を
基
本
的
な
単

位
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
設
立
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

協
議
会
の
設
立
や
拠
点
施
設
に
必

要
な
備
品
購
入
等
の
準
備
費
用
、

設
立
後
の
協
議
会
運
営
費
用
に
対

し
助
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
新
た
に
古
島

校
区
と
二
川
校
区
の
協
議
会
拠
点

施
設
整
備
が
行
わ
れ
、
5
校
区
で

の
協
議
会
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
筑
後
北
校
区
で
は
平

成
24
年
度
設
立
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
一
般
防
災
事
務１

，
４
６
１
万
円

避
難
所
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
設
置
場
所
な
ど
を

表
示
し
た
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
の
作

成
や
、
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
登
録
・
管
理
、
防
災
訓

練
等
の
実
施
、
防
災
資
機
材
の
整

備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

事
業

１
３
０
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

自
立
と
活
性
化
を
さ
ら
に
促
進
す

る
た
め
に
、
活
動
や
運
営
に
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
は
３
団
体
に
助
成

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
関
連
の
講
座
の
開
催

や
、
市
民
活
動
団
体
登
録
を
し
て

い
る
団
体
の
紹
介
と
情
報
提
供
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
灯
設
置
補
助
事
業１

１
３
万
円

道
路
や
公
園
、
住
宅
地
な
ど
の

公
共
的
場
所
に
街
灯
を
新
設
す
る

時
、
ま
た
は
既
設
の
街
灯
を
よ
り

能
力
が
高
い
も
の
に
改
造
す
る
時

に
、
行
政
区
等
へ
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
33
の
行
政
区

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

○
広
報
ち
く
ご
発
行
事
業

７
６
３
万
円

市
民
に
知
ら
せ
た
い
、
市
民
が

知
り
た
い
行
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
月
２
回
「
広
報
ち
く
ご
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
と
同

時
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
毎
月
１
日
号
で
は
有
料

広
告
欄
を
設
け
、
民
間
事
業
者
の

広
告
掲
載
に
よ
る
広
告
料
収
入
を

財
源
の
一
部
に
充
て
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
車
両
購
入
事
業

３
，
３
６
６
万
円

地
域
の
消
防
活
動
を
担
う
消
防

団
に
お
い
て
、
迅
速
で
的
確
な
消

防
活
動
を
行
う
た
め
、
老
朽
化
し

た
ポ
ン
プ
車
の
買
い
替
え
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
第
２
分
団
１

号
車
と
第
４
分
団
１
号
車
の
車
両

を
更
新
し
ま
し
た
。

○
人
事
評
価
事
務

９
４
万
円

職
員
の
能
力
や
仕
事
の
実
績
を

適
正
に
評
価
し
、
そ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
で
人
材
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
面
に
反

映
し
、
職
員
の
能
力
開
発
と
意
欲

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　

本
格
実
施
２
年
目
と
な
っ
た
平

成
23
年
度
は
、
前
年
度
評
価
結
果

の
勤
勉
手
当
成
績
率
へ
の
反
映
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
進
行
管
理
事
務

４
７
９
万
円

第
四
次
筑
後
市
総
合
計
画
に
定

め
る
市
の
将
来
像
「
緑
に
恵
ま
れ
、

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
市
が
行

う
様
々
な
事
業
、
サ
ー
ビ
ス
が
効

果
的
・
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
だ
っ
た
た
め
、
市

民
や
各
界
代
表
で
組
織
す
る
総
合

計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
後
期
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
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水
道
事
業
決
算

平
成
23
年
度
水
道
事
業
会
計
の

収
入
は
６
億
７
，
７
６
６
万
円
、
支

出
は
４
億
７
，
４
４
０
万
円
で
、
差

し
引
き
２
億
３
２
６
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

と
し
て
は
、
市
内
に
ア
パ
ー
ト
や
分

譲
住
宅
な
ど
が
増
え
、
給
水
戸
数

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
給
水
収

益
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

市
内
で
水
道
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
や
事
業
所
は
、
前
年
度
と
比

べ
２
５
２
戸
増
の
１
万
３
，
６
８
８

戸
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

水
道
普
及
率
（
広
川
町
と
久
留
米

市
の
一
部
を
含
む
）
は
、
０
・
45
ポ

イ
ン
ト
増
の
77
・
55
㌫
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
年
間
に
使
わ
れ
た
有

収
水
量
（
水
道
料
金
の
対
象
と
な
っ

た
水
量
）
は
３
５
０
万
㎥
で
、
前
年

度
と
比
べ
４
万
㎥
増
加
し
ま
し
た
。

〈
収
　
入
〉

水
道
事
業
の
主
な
収
入
で
あ
る

水
道
使
用
料
の
「
給
水
収
益
」
は
、

水
道
利
用
戸
数
等
の
増
加
で
前
年

度
と
比
べ
３
，
７
１
０
万
円
増
え
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
収
入
合
計
は
前
年

度
よ
り
３
，
１
１
６
万
円
増
の
６
億

７
，
７
６
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
支
　
出
〉

水
道
事
業
の
主
な
支
出
に
は
、

水
道
水
と
し
て
使
え
る
状
態
に
す

る
た
め
の
「
原
水
及
び
浄
水
費
」、

配
水
池
か
ら
自
宅
ま
で
の
給
配
水

に
か
か
る
「
配
水
及
び
給
水
費
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

支
出
合
計
で
前
年
度
よ
り
５
７

７
万
円
減
の
４
億
７
，
４
４
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
主
な

工
事
は
、
西
牟
田
水
源
地
改
良
事

業
電
気
機
械
設
備
工
事
及
び
管
理

棟
建
設
工
事
な
ど
で
す
。

平
成
23
年
度
も
黒
字
決
算
と

な
っ
た
水
道
事
業
会
計
で
す
が
、

施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
こ
れ

ら
の
更
新
も
順
次
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
効

率
的
な
管
理
・
運
営
に
努
め
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
で
き
る
水
の
安
定
供

給
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

収入と支出の状況

給水戸数の推移 有収水量の推移

収入
6億7,766
万円

支出
4億7,440
万円

減価償却費
1億5,766
（33.2％）

原水・浄水費
1億7,949
（37.8％）

配水・給水費
5,905

（12.5％）

給水収益
6億6,697
（98.4％）

その他
7,820

（16.5％）

その他
1,069
（1.6％）

12500

13000

13500

14000

H23H22H21H20H19

（戸）

12,549 12,875

13,129 13,436

13,688

（万㎥）

340

336

340

346
350

320

330

340

350

H23H22H21H20H19
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度

決
算
を
も
と
に
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、「
実
質
赤

字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、

「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来
負
担
比

率
」
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
に
は
「
早

期
健
全
化
基
準
」
と
「
財
政
再
生
基
準
」

が
設
け
ら
れ
、
財
政
健
全
化
基
準
を
超

え
た
場
合
は
「
財
政
再
建
化
計
画
」
を
、

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合
は
「
財

政
再
生
計
画
」
を
定
め
、
財
政
の
健
全

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
資
金
不
足
比
率
」
と
は
、

公
営
企
業
の
事
業
規
模
に
対
す
る
資
金

不
足
額
の
割
合
で
、
こ
の
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
を
超
え
る
と
「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
定
め
、
早
期
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、

す
べ
て
各
基
準
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
法
に
よ
る
財
政
指
標

健全化判断比率

実質公債費比率

11.7％
市全体の借入金（一般会計等の公債

費と公営企業や一部事務組合などの借

入金に対する繰出金・負担金）の返済

額が標準財政規模に占める割合。借金

の額が適正かどうかを判断する数値で

す。※3年間の平均値で表す。

H21
12.5%

H22
12.0%

H23
11.7%

早期健全化基準　25.0%
財政再生基準　　35.0%

実質赤字比率

－　（※黒字のため数値なし）
福祉や教育などの行政サービスを行

う一般会計等において、一年間の支出

に対する収入の不足額（赤字）が標準

財政規模に占める割合。財政運営の深

刻度を表す指標です。

H21
－

H22
－

H23
－

早期健全化基準　13.31%
財政再生基準　　20.00%

将来負担比率

63.2％
市の借入金や複数年にわたる契約な

ど、将来支払わなければならない負債

が、標準財政規模に対してどの程度な

のかを示す数値です。

H21
83.0%

H22
75.2%

H23
63.2%

早期健全化基準　350.0%

連結実質赤字比率

－　（※黒字のため数値なし）
一般会計等のほか国民健康保険や

介護保険、水道、下水道などすべて

の会計の赤字額が標準財政規模に占

める割合。市全体としての赤字の程

度を表します。

H21
－

H22
－

H23
－

早期健全化基準　18.31%
財政再生基準　　35.00%

◇用語解説◇
標準財政規模は、市の一般財源の標準的大きさを示
すもので、標準的な税収入額や地方交付税、地方譲
与税、臨時財政対策債発行可能額により算出する。
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○
実
質
赤
字
比
率

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
に
加
え
、
特
別

会
計
等
を
含
め
た
市
全
体
で
も

黒
字
で
し
た
。
今
後
も
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
黒
字
で

推
移
す
る
よ
う
計
画
的
な
財
政

運
営
を
行
い
ま
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
で
九
州
新
幹
線
開

業
に
向
け
た
関
連
建
設
事
業
債

な
ど
の
返
済
が
始
ま
っ
た
こ
と

や
下
水
道
事
業
債
の
返
済
額
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

市
全
体
の
返
済
額
が
増
加
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
実
質
公
債
費

比
率
（
単
年
度
）
が
11
・
６
％

と
な
り
前
年
の
11
・
４
％
と
比

べ
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま

し
た
。

※
法
定
の
指
標
11
・
７
％
（
前

年
12
・
０
％
）
は
３
か
年
の
平

均
値
。

○
将
来
負
担
比
率

新
規
の
市
債
発
行
の
抑
制
に

よ
り
普
通
会
計
で
２
億
９
千
８

百
万
円
の
減
少
と
な
る
な
ど
市

全
体
の
市
債
残
高
は
５
億
９
千

２
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
ま

た
、
将
来
負
担
比
率
の
算
定
上

充
当
可
能
財
源
と
し
て
控
除
さ

れ
る
基
金
残
高
は
、
財
政
調
整

基
金
等
へ
の
積
立
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
５
億
７
千
８
百
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

起
債
残
高
の
減
少
と
基
金
残

高
の
増
加
に
よ
り
、
実
質
的
な

将
来
負
担
額
は
54
億
７
千
万
円

と
な
り
、
前
年
の
64
億
９
百
万

円
と
比
較
し
て
14
・
６
％
減
少

し
ま
し
た
。

市
の
標
準
財
政
規
模
も
普
通

交
付
税
の
増
額
等
に
よ
り
拡
大

し
た
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は

63
・
２
％
と
な
り
前
年
の
75
・

２
％
と
比
べ
12
・
０
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
ま
し
た
。

資金不足比率

指
標
の
分
析

実質的な将来負担額等及び
将来負担比率の推移

実質的な公債費負担額及び
実質公債費比率の推移

公営企業ごとに算定した資金
不足額をそれぞれの事業規模と
比較して指標化したものです。
いずれの事業会計も資金不足
はありませんでした。

※「－」表示は資金不足額がないこと(黒字 )を示しています。

公営企業名

水道事業会計

下水道事業会計

経営健全
化基準

20.0%

H21

－

－

H22

－

－

H23

－

－

事業規模

6億6,887万円

1億8,593万円

実質的な将来負担額

標準財政規模

将来負担比率

実質的な公債費負担

実質公債費比率

（百万円） （%）

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

H23H22H21H20H19
8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

1,030

16.2

1,013

14.4

1,001
969

1,003

12.5
12.0 11.7

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H23H22H21H20H19 0.0

50.0

100.0

150.0

200.0
（百万円） （%）

6,935

8,056

86.0

97.1
83.0 75.2

63.2

7,8048,036

6,806

8,196

6,409

8,513

5,470

8,651
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新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く

　
筑
後
市
の
財
務
書
類

普
通
会
計
の
財
務
書
類

新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
書
類
と
は
、
公
会
計
改
革
に
伴
い
作
成
・
公
表
が

求
め
ら
れ
た
書
類
で
、「
貸
借
対
照
表
」、「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、「
純
資
産
変
動
計
算
書
」、

「
資
金
収
支
計
算
書
」
の
４
つ
の
表
か
ら
な
り
ま
す
。
筑
後
市
で
は
、
平
成
20
年
度
決
算

か
ら
「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」
で
財
務
書
類
を
作
成
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

貸借対照表［バランスシート］

行政コスト計算書　（平成23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

（平成 24年 3月 31日現在）

貸借対照表は、保有する資産と、資産をどのような財源 ( 負債・

純資産 ) で調達したかを表します。平成 23 年度は、新たに調達し

た財産を既存財産の減価償却額が上回ったことで資産が 2.0 億円

減少しました。また市債残高の減少により将来世代が負担する額で

ある負債が 2.3 億円減少しました。

資産

【内訳】
公共資産

投資等

流動資産

531億 3,906万円

450億 7,307万円
 

39億 4,109万円

41億 2,490万円

貸　方借　方

土地や建物などの固定資
産や現金、基金などの流動
資産の総額

負債
166億 3,472万円

将来の世代が負担する市
の借入金（市債）などで、今
後返済の必要がある債務
の総額

純資産
365億 434万円

現在までの世代がすでに
負担し、支払が済んでいる
資産の総額

道路、学校など

基金、出資金など

現金、預金、未収金など

市民一人当たりの金額　（H2４.3 末人口 48,777 人）

資産　108万 9千円
負債　 34 万１千円
純資産　74万 8千円

行政コスト計算書は、1 年間の行政活動のうち扶助費や施設の維持管理費など資産形成に結びつかない経常

的な行政サービスに係る経費 ( 経常行政コスト)と、その対価として得られた受益者負担金などの財源 ( 経常収

益 )を表します。

平成 23 年度は子宮頸がんワクチン等予防接

種委託料の増加等により物にかかるコストが増加

したほか、国営筑後川下流域土地改良事業負担

金の終了等により移転支出的なコストが大幅に減

少しました。

生活インフラ・国土保全 
教育
福祉
環境衛生
産業振興
消防
総務
議会 
その他 

14億 5,045万円
13億 1,508万円
60億 1,283万円
17億 9,738万円
10億 5,163万円
4億 8,115万円
16億 3,399万円
2億 4,436万円
2億 3,656万円

❶ 142億 2,343万円

目的別の経常行政コスト

性質別経常行政コスト
1年間に提供された福祉や環境衛生など、資産
形成につながらないサービスの経費
【内訳】
人にかかるコスト

物にかかるコスト

移転支出的なコスト

その他のコスト

経常収益　❷

純経常行政コスト（❶－❷）

29億9,546万円

30億5,251万円

79億3,891万円

2億3,655万円

 5億3,182万円

136億9,161万円

職員給与、退職手当など

物品購入、委託料など

社会保障給付や補助金など

市債の利子など

一般財源や国県の補助金等で賄っている費用

施設の利用料や手数料など
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資金収支計算書　（平成23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

純資産変動計算書
（平成23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の数値が 1 年間に

どのような財源や要因で変動したのかを表します。

平成 23 年度は、市税収入や普通交付税の増加などにより純経

常行政コストを上回る財源調達ができたため、期末純資産残高は

期首純資産残高より2,787 万円増加しました。

資金収支計算書は、行政活動を資金の流れから見たもので、性質の異なる 3 つの区分に分けて表したもの

です。平成 23 年度の資金収支（当年度歳計現金増減額）は 1 億 6,966 万円の黒字となり、平成 23 年度

末の資金残高は9億 1,723 万円になりました。

平成 23 年度は、前年に比べて市債発行

が 9.3 億円減少し、基礎的財政収支は黒

字となりました。

期首純資産残高 364億 7,648万円

純経常行政コスト

財源調達

資産評価替・無償受入など

△136億 9,161万円

145億 3,474万円

△8億 1,526円

【内訳】
一般財源　（市税・交付税など）
補助金等受入（国・県補助金など)　
臨時損益（資産売却損益、災害復旧費など）

108億 7,006万円
36億 7,605万円
△1,137万円

期末純資産残高 365億  435 万円

公共資産の目的別分類

※［ ］内は全体に占める割合

生活インフラ・国土保全

教育　

福祉

環境衛生

産業振興

消防

総務

売却可能資産

259億 4,992万円

［57.6％］

145億  753 万円 

［32.2％］

4億 8,620万円

［ 1.1％］

4億 4,498万円

［ 1.0％］

19億 2,268万円

 ［ 4.2％］

3億 9,859万円

 ［ 0.9％］

11億 1,856万円

［ 2.5％］

2億 4,460万円

［　0.5％］

基礎的財政収支(プライマリーバランス)

収入総額

支出総額

地方債発行額

地方債元利償還金

財政調整基金等増減

基礎的財政収支

164億9,995万円

△163億3,029万円

 △10億4,955万円

15億9,663万円

5億6,613万円

12億8,287万円

期首歳計現金残高 7億 4,757万円

経常的収支

公共資産整備収支

投資・財務的収支

30億 8,878万円

△8億 8,094万円

△20億 3,818万円

期末歳計現金残高 9億 1,723万円

当年度歳計現金増減額 1億 6,966万円

市税の収入や、人にかかる費用、物品の購入
などの費用

公共資産の整備にかかる資金や国・県の補助
金などの収支

地方債の償還や公共資産の売却による収入な
どの収支
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連
結
財
務
書
類

筑
後
市
で
は
、
普
通
会
計
の
他
に
も
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
の
公
営
事
業
会
計

や
水
道
事
業
会
計
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
自
ら
が
行
う
事
業
と
は
別
に
、
八
女
西
部
広
域
事
務
組
合
な
ど
の
一
部
事
務

組
合
や
筑
後
市
文
化
振
興
公
社
な
ど
の
公
益
法
人
と
い
っ
た
市
外
部
の
関
係
団
体
と
連
携

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
関
係
団
体
を
含
め
て
ひ
と
つ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体
と
し
て
作
成
し
た
も
の
が
連
結
財
務
書
類
で
す
。

連結貸借対照表［バランスシート］
（平成24年 3月 31日現在）

連結行政コスト計算書　（平成23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

貸　方借　方

負債
320億 5,218万円

将来の世代が負担する市
の借入金（市債）などで、今
後返済の必要がある債務
の総額

純資産
467億 1,971万円

現在までの世代がすでに
負担し、支払が済んでいる
資産の総額

資産

【内訳】

公共資産

投資等

流動資産

787億 7,189万円

654億 8,435万円

 

38億 2,205万円

94億 6,549万円

土地や建物などの固定資
産や現金、基金などの流動
資産の総額

道路、学校など

基金、出資金など

現金、預金、未収金など

市民一人当たりの金額　（H2４.3 末人口 48,777 人）

資産　161万 5千円
負債　 65 万 7千円
純資産　95万 8千円

生活インフラ・国土保全 

教育

福祉

環境衛生

産業振興

消防

総務

議会 

その他 

16億 7,004万円

13億 1,508万円

139億 4,623万円

55億 5,755万円

10億 5,163万円 

4 億 8,031万円

17億　 207万円

2億 4,449万円

5億 5,603万円

❶ 265億 2,343万円目的別の経常行政コスト 性質別経常行政コスト
1年間に提供された福祉や環境衛生など、資産
形成につながらないサービスの経費

【内訳】
人にかかるコスト

物にかかるコスト

移転支出的なコスト

その他のコスト

51億5,679万円

61億3,831万円

144億4,056万円
　　

7億8,777万円

経常収益　❷ 102億4,014万円

職員給与、退職手当など

物品購入、委託料など

普通会計扶助費・国保会計や介護会計の
保険給付費など

市債の利子など

筑後市立病院や上下水道事業の収益、国保会
計の前期高齢者交付金など

純経常行政コスト（❶－❷）162億8,329万円
一般財源や国県の補助金等で賄っている費用

[ 普通会計の福祉・国民健康保険特
別会計・後期高齢者医療特別会計・
介護保険特別会計 ]

[ 普通会計の環境衛生・水道事業会
計・地方独立行政法人筑後市立病
院・八女西部広域事務組合 ]
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連結純資産変動計算書
（平成23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

連結資産収支計算書
（平成23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

期首純資産残高 472億 4,832万円

純経常行政コスト

財源調達

資産評価替・無償受入など

△162億 8,329万円

173億 5,716万円

△16億　249万円

【内訳】

一般財源　（市税・交付税など）

補助金等受入（国・県補助金など)　

臨時損益（資産売却損益、災害復旧費など）

106億 2,306万円

67億 4,547万円

△1,137万円

期末純資産残高 467億 1,970万円

期首歳計現金残高 81億 7,108万円

経常的収支

公共資産整備収支

投資・財務的収支

38億 3,755万円

△13億 1,044万円

△22億 7,119万円

期末歳計現金残高 84億 4,934万円

当年度歳計現金増減額 2億 5,592万円

経費負担割合変更による差額 2,234万円

市税の収入や、人にかかる費用、物品の購入
などの費用

公共資産の整備にかかる資金や国・県の補助
金などの収支

地方債の償還や公共資産の売却による収入な
どの収支

◇用語解説◇
○普通会計
各会計の範囲は、地方公共団体ごと
に違っており、財政状況の比較などが困
難なため、財政統計上統一的に用いら
れる会計区分。筑後市の場合、一般会
計と住宅新築資金等特別会計、地方独
立行政法人筑後市立病院貸付特別会計
がその対象。

○未収金
市税や使用料などの収入未済金のう
ち調定後 1 年未満のものをいい、流動
資産に計上する。調定後 1 年を超える
ものは、長期延滞債権として投資等に
計上する。

○経費負担割合変更による差額
連結対象の一部事務組合・広域連合
については決算年度の負担割合に応じ
て連結財務諸表に計上するが、この負
担割合が毎年変更になる一部事務組合
などもあり、その変更により生じる期首
残高と期末残高の差額。

○経費負担割合変更による差額
連結対象の一部事務組合・広域連合
については決算年度の負担割合に応じ
て連結財務諸表に計上するが、この負
担割合が毎年変更になる一部事務組合
などもあり、その変更により生じる期首
残高と期末残高の差額。

○基礎的財政収支 (プライマリーバランス )
財政状況を示す指標で、収入と支出
の釣り合い状態をみるもの。収入・支
出の総額から市債の発行、償還や財政
調整基金の積み立て・取り崩しを除い
たもので、1 年間の支出を市税や料金
などの収入で賄えているかを判断する。

○臨時損益
経常的でない特別な事由に基づく損
益で、災害復旧事業費などがある。
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◆
一
般
会
計
◆

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
は
、
１
５

９
億
１
，
６
０
０
万
円
で
し
た
が
、
そ

の
後
３
回
の
補
正
予
算
を
編
成
し
、
上

半
期
（
平
成
24
年
９
月
末
日
現
在
）
の

予
算
総
額
は
１
６
３
億
４
，
１
４
４
万

円
（
前
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
予
算
４
，

６
３
２
万
円
を
含
み
ま
す
。）
と
な
り
ま

し
た
。

上
半
期
の
歳
入
の
収
入
状
況
は
、
83

億
１
，１
７
６
万
円
（
51
・
０
㌫
）
と
な
り
、

歳
出
の
執
行
状
況
は
64
億
２
，
４
３
５

万
円
（
39
・
３
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
会
計
◆

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め

と
し
た
特
別
会
計
の
上
半
期
現
在
の
予

算
額
と
収
入
・
支
出
の
状
況
は
表
３
・

表
４
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
企
業
会
計
◆

水
道
事
業
会
計
の
予
算
額
は
、
当
初

予
算
の
他
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算

を
含
め
、
表
３
・
表
４
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。 24

年
度
予
算
上
半
期
執
行
状
況

表１　平成２4年度一般会計歳入予算上半期執行状況

項　　目

歳　入　合　計

構成比
(％) 収入済額 収入率

(％)
予　　算　　現　　額

当初予算額 補正予算額 繰越予算額 計

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

55億5,398万円

1億6,900万円

800万円

700万円

250万円

4億5,900万円

4,600万円

2,300万円

37億円

1,000万円

3億3,563万円

2億2,299万円

21億2,245万円

13億6,156万円

3,507万円

200万円

2億4,991万円

1億円

4億2,491万円

10億8,300万円

159億1,600万円

1,017万円

1,431万円

8,255万円

2,070万円

1億6,309万円

1,704万円

7,126万円

3億7,912万円

2,050万円

2,582万円

4,632万円

55億5,398万円

1億6,900万円

800万円

700万円

250万円

4億5,900万円

4,600万円

2,300万円

37億円

1,000万円

3億4,580万円

2億2,299万円

21億5,726万円

14億4,411万円

3,507万円

2,270万円

2億4,991万円

2億8,891万円

4億4,195万円

11億5,426万円

163億4,144万円

34.0

1.0

0.1

0.1

0.0

2.8

0.3

0.1

22.6

0.1

2.1

1.4

13.2

8.8

0.2

0.1

1.5

1.8

2.7

7.1

100.0

30億795万円

5,044万円

467万円

214万円

0円

2億5,624万円

2,542万円

2,479万円

24億5,146万円

540万円

1億3,964万円

9,989万円

9億6,628万円

2億4,693万円

657万円

2,128万円

0円

9億4,934万円

5,332万円

0円

83億1,176万円

54.2

29.8

58.4

30.6

0.0

55.8

55.3

107.8

66.3

54.0

40.4

44.8

45.2

17.1

18.7

93.7

0.0

360.9

12.1

0.0

51.0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

表２　平成 24年度一般会計歳出予算上半期執行状況

項　　目

歳 出 合 計

構成比
(％) 支出済額 執行率

(％)
予　　算　　現　　額

当初予算額 補正予算額 予備費充用額 繰越予算額 計

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

2億1,854万円

16億8,670万円

62億2,225万円

17億6,464万円

6,381万円

6億9,619万円

4億7,502万円

14億623万円

4億4,021万円

12億9,418万円

2,274万円

16億1,549万円

1,000万円

159億1,600万円

4,394万円

4,956万円

704万円

200万円

3,030万円

2,474万円

2億1,654万円

500万円

3億7,912万円

603万円

△603万円

0

157万円

4,475万円

4,632万円

2億1,854万円

17億3,064万円

62億7,338万円

17億6,464万円

6,381万円

7億323万円

4億7,702万円

14億5,098万円

4億7,051万円

13億1,892万円

2億4,531万円

16億1,549万円

897万円

163億4,144万円

1.3

10.6

38.4

10.8

0.4

4.3

2.9

8.9

2.9

8.1

1.5

9.9

0.0

100.0

1億1,271万円

6億8,342万円

25億660万円

9億2,121万円

2,511万円

2億5,043万円

3億2,598万円

1億2,244万円

1億8,469万円

5億1,392万円

1,080万円

7億6,704万円

0円

64億2,435万円

51.6

39.5

40.0

5.2

39.4

35.6

68.3

8.7

39.3

39.0

4.4

47.5

0.0

39.3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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上
半
期
現
在
（
た
だ
し
、
市
有
財
産

の
状
況
は
３
月
末
日
）
の
市
債
、
財
産
、

一
時
借
入
金
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
市
債
残
高
の
状
況
◆

　
○
一
般
会
計

　

１
３
２
億
２
，
２
５
９
万
円

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

74
億
６
，
４
６
３
万
円

○
地
方
独
立
行
政
法
人
筑
後
市
立
病
院

貸
付
特
別
会
計

　

42
億
１
，
７
０
１
万
円

○
水
道
事
業
会
計

　

５
億
７
，
７
７
６
万
円

◆
市
有
財
産
の
状
況
◆

○
土
地
　
73
万
５
，
９
０
６
㎡

○
建
物
　
14
万
３
５
０
㎡

○
出
資
に
よ
る
権
利

　

１
億
１
，
８
５
０
万
円

◆
一
時
借
入
金
の
状
況
◆

一
般
会
計
を
は
じ
め
全
て
の
特
別
会

計
、
企
業
会
計
で
借
入
実
績
・
残
高
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

市
債
・
財
産
・
一
時
借
入
金

表３　平成 24年度特別会計等歳入予算上半期執行状況

会　　　計　　　名 収入済額
収入率
(％)

予　　算　　現　　額

当初予算額 補正予算額 繰越予算額 計

○特別会計  

 

○企業会計  

60億7,138万円

5億8,510万円

32億8,632万円

3,804万円

2,481万円

6,110万円

10億4,641万円

8億3,311万円

7億500万円

4,528万円

105万円

8,225万円

1,330万円

61億5,363万円

5億8,615万円

32億9,962万円

3,804万円

2,481万円

6,110万円

10億4,641万円

8億3,311万円

7億500万円

4,528万円

3億3,809万円

2億6,826万円

12億4,937万円

1,429万円

2,444万円

136万円

8,857万円

1億8,373万円

2億7,461万円

937万円

30.6

45.8

37.9

37.6

98.5

2.2

8.5

22.1

39.0

20.7

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険特別会計（保険事業勘定） 

介護保険特別会計（地域包括支援センター事業勘定） 

市営住宅敷金管理特別会計 

住宅新築資金等貸付特別会計 

下水道事業特別会計 

地方独立行政法人筑後市立病院貸付特別会計

水道事業会計（収益的収入） 

水道事業会計（資本的収入） 

表４　平成 24年度特別会計等歳出予算上半期執行状況

会　　　計　　　名 支出済額
執行率
(％)

予　　算　　現　　額

当初予算額 補正予算額 繰越予算額 計

○特別会計  

 

○企業会計  

60億7,138万円

5億8,510万円

32億8,632万円

3,804万円

2,481万円

6,110万円

10億4,641万円

8億3,311万円

6億2,647万円

4億2,932万円

105万円

8,225万円

1,330万円

61億5,363万円

5億8,615万円

32億9,962万円

3,804万円

2,481万円

6,110万円

10億4,641万円

8億3,311万円

6億2,647万円

4億2,932万円

23億8,878万円

1億8,439万円

13億3,402万円

1,662万円

86万円

5,842万円

3億1,813万円

1億8,373万円

1億3,275万円

2,007万円

38.8

31.5

40.4

43.7

3.5

95.6

30.4

22.1

21.2

4.7

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険特別会計（保険事業勘定） 

介護保険特別会計（地域包括支援センター事業勘定） 

市営住宅敷金管理特別会計 

住宅新築資金等貸付特別会計 

下水道事業特別会計 

地方独立行政法人筑後市立病院貸付特別会計

水道事業会計（収益的収入） 

水道事業会計（資本的収入） 



この冊子に掲載している平成 23年度の『健
全化判断比率』や『財務書類』については、
さらに詳しい情報を市のホームページで公開
しています。
なお、決算のあらましに関する問い合わせ
は、企画財政課企画財政係（財政担当）にお
願いします。

筑後市ホームページのURL：
　http://www.city.chikugo.fukuoka.jp

平成 23年度決算のあらまし
発行日　平成 24年 11月 1日

事務局 筑後市企画財政課企画財政係 (財政担当 )
〒833-8601
筑後市大字山ノ井 898番地
TEL　0942-53-4486（直通）
FAX　0942-52-5928

ちっごを元気に!
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